
 
 

【小学校算数 基本問題 小６－③】 

「分数×分数」No.１ 
（  ）組 
（  ）番 

氏 
名 

 
１ 次の    にはあてはまる言葉を，   には記号を書きましょう。（単元評価問題：小６－③１） 
 

 

 

 
 

２ 次の計算をしましょう。途中
とちゅう

の計算も書きましょう。（単元評価問題：小６－③１） 
 
(1)    ×    ＝ 

 
            ＝ 
 
(2) ２   × ２ ＝        または 

 
          ＝   （ ５   ） 

 
(3) １   × ２   ＝ 

 
             ＝ ３ 
 
(4)    ×     × ２   ＝ 
 
                  

＝ １ 

 

３ 次の    にあてはまる数を書きましょう。（単元評価問題：小６－③２）  
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

(1) 
                   

(2)   （５   ）               

(3) ３ 

(4) １ 

分数のかけ算では，     どうし，    △   ◇ 

     どうしを，それぞれかけます。   □   ○    

分 母 

分 子 
× ＝ 

□ × ○ 

△ × ◇ 

２ 
３ 

７ 
５ 

１ 
３ 

１ 
４ 

３ 
４ 

５ 
９ 

２ 
５ 

(1)    ×    ＝ １  → → →     は   の逆数
ぎゃくすう

です。 

(2)  ４ ×    ＝ １  → → →     は ４ の逆数です。 

(3) ０．５ ×    ＝ １  → → →     は ０．５ の逆数です。 

 ※ このように，２つの数の積が    になるとき，一方の数を他方の数の 

  逆数といいます。 

３ 
８ 

３ 
５ 

３ 
８ 

２ ２ 

１ 

８ 
３ 

８ 
３ 

１ 
４ 

１ 
４ 

１４ 
１５ 

４ × ９ 
３ × ４ 

１４ 
１５ 
１３ × ２ 
５  × １ 
２６ 
５ 

１

５

３ × ５ × １２ 
４ × ９ ×  ５ 

２６ 
５ 

１

５

１ ３ １ 

１ １ ３ 

１３ × ２ 
５ 

１ 

１ 

１ 

１ １ 

３ 

２ × ７ 
３ × ５ 

整数は，分母が１の分数
になおして計算する。 

途中で約分し
て計算する。 

帯
分
数
は
，
仮
分
数
に

な
お
し
て
計
算
す
る
。 

整数や小数は，一度分数になおして考える。 

４＝      ０．５＝    ＝ ４ 
１ 

５ 
１０

１ 
２ 

約分した結果どうしがさらに同じ数でわれ
るような場合には，もう１回約分をする。 

分子，分母の順でも正解です。 

３と９を 
３で約分する。 

４と４を 
４で約分する。 



 
 

 

    ㎡ 

【小学校算数 基本問題 小６－③】 

「分数×分数」No.２ 
（  ）組 
（  ）番 

氏 
名 

 

４ 次の    にあてはまる数を書きましょう。（単元評価問題：小６－③３ ４ ６） 

(1) ２０㎡の   は     です。   (2)       は，９００円の   です。 
 
【式と計算】                【式と計算】 
２０ ×    ＝               ９００ ×    ＝ 

          
＝ ５                     ＝ ６００ 

(3) 縦   ｍ，横   ｍの長方形の  (4) 一辺の長さが   ｍの立方体の体積 

   面積は      です。          は       です。 
 
【式と計算】                【式と計算】 

  ×   ＝                 ×  ×  ＝ 
    
        ＝                       ＝ 

(5)    時間は    分です。      (6) ３０分は    時間です。 
 
【式と計算】                【式と計算】 
  
６０ ×   ＝                      ３０÷６０＝ 

 
   ＝ ２０                 ＝ 

５ 分数のかけ算の積とかけられる数との大きさの関係について考えましょう。 

(1)    にあてはまる不等号（＞，＜）を書きましょう。 
 

 

 

 

 
 
(2) 次の○あ○い○うを，積が大きい順に並べましょう。 

  ○あ   ×    ○い   ×    ○う   ×１ (2) ○い→ ○う  →○あ  

かけ算で，かける数が分数のときも， 

・ かける数＞１のとき，積   かけられる数 

・ かける数＜１のとき，積    かけられる数 となります。 

８ 
９ 

３ 
４ 

８ 
９ 

５ 
４ 

８ 
９ 

４ 
５ 

３ 
４ 

２０ 

１ 
３ 

＞ 

＜ 

６００円 
２ 
３ 

１ 
４ 

５㎡ 

（単元評価問題：小６－③５） 

１ 
３ 

３ 
５ 

３０ 
６０ 

１ 
２ 

２０ × １ 
 ４ 

５ 

１ １

４

２ 
３ 

９００ × ２ 
 ３ 

３００ 

１ 

４ 
５ 

３ 
４ 

４ × ３ 
５ × ４ 

１ 

１ 
３ 
５ 

６０ × １ 
 ３ 

２０ 

１ 

１ 
３ 

１ 
２ 

１ 

２ 

１

３

１

３

１

３

１ × １ × １ 
３ × ３ × ３ 

かけられる数が同じ場合，かける数が大きいほど積も大きく
なるので，かける数が大きい順に並べる。 

長さが分数になっても，面積
や体積の公式は使える。 

  時間は， 

１時間（６０分） 

の   倍 
１ 
３ 

１ 
３ 

３０分は，１時間(６０分)
の何倍にあたるかをわ

り算で求める。 

20㎡ ？㎡ 
倍 

１ 
４ 

    ㎥ １ 
２７ 

１ 
２７ 


